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平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
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川
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君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
小
川
原
正
道
君
よ
り
提
出
さ
れ
た
博
士
学
位
請
求
論
文
は
、
「
大

教
院
の
研
究
」
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
大
教
院
は
、
明
治
五
年

に
教
部
省
が
組
織
的
な
国
民
教
化
政
策
を
推
進
す
る
た
め
に
設
け
た

中
央
機
関
で
あ
る
が
、
同
八
年
に
は
解
散
し
、
教
部
省
の
国
民
教
化

政
策
は
短
期
間
で
挫
折
し
た
。
大
教
院
は
い
か
な
る
経
緯
を
た
ど
っ

て
設
立
さ
れ
、
そ
し
て
廃
止
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
大
教
院
の
活
動
の

実
態
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
一
体
い
か
な
る
原
因
で
崩
壊

し
た
の
か
。
本
論
文
は
、
明
治
初
期
の
宗
教
政
策
史
研
究
上
、
看
過

で
き
な
い
大
教
院
に
つ
い
て
、
そ
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試

み
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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第
五
章
　
大
教
院
放
火
事
件

第
六
章
　
教
部
省
の
廃
止
過
程

あ
と
が
き

　
こ
れ
ま
で
、
大
教
院
に
言
及
し
た
文
献
と
し
て
は
、
藤
井
貞
文
、
吉
田

久
］
、
辻
善
之
助
、
村
上
専
精
、
二
葉
憲
香
、
阪
本
是
丸
、
新
田
均
、
久

木
幸
男
、
山
本
哲
生
、
安
丸
良
夫
、
羽
賀
祥
二
等
の
研
究
が
知
ら
れ
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
、
神
道
史
や
仏
教
史
な
ど
宗
教
史
や
国
史
の
立
場
か
ら

の
研
究
で
あ
り
、
大
教
院
を
系
統
的
に
政
治
史
や
行
政
史
の
視
点
か
ら
扱

っ
た
先
行
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
み
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
本

論
文
は
、
従
来
の
研
究
の
空
白
を
補
う
ば
か
り
で
な
く
、
大
教
院
の
全
容

を
政
治
史
の
中
に
位
置
づ
け
、
体
系
的
に
分
析
を
し
た
初
め
て
の
本
格
的

研
究
と
し
て
大
き
な
意
義
が
あ
ろ
う
。
以
下
、
本
論
文
の
内
容
要
旨
を
紹

介
す
る
。

　
第
一
章
で
は
、
大
教
院
の
設
立
建
議
か
ら
設
立
ま
で
の
過
程
と
、

創
立
当
初
に
お
け
る
大
教
院
の
組
織
形
態
、
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
、

「
社
寺
取
調
類
纂
」
（
国
立
国
会
図
書
館
）
や
大
教
院
長
を
つ
と
め
た

興
正
寺
摂
信
の
日
記
、
さ
ら
に
は
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
の
諸
記
録

や
増
上
寺
所
蔵
の
新
資
料
を
利
用
し
て
、
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
周
知
の
よ
う
に
維
新
直
後
の
明
治
政
府
の
宗
教
政
策
上
の
最
大

の
課
題
は
、
開
化
政
策
に
伴
い
侵
入
す
る
キ
リ
ス
ト
教
を
防
御
す
る

こ
と
と
天
皇
を
中
心
と
す
る
国
民
の
精
神
的
一
体
感
を
創
出
す
る
神

道
国
教
化
政
策
を
堆
進
す
る
こ
と
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
政

府
は
祭
政
一
致
の
理
念
に
基
づ
き
神
舐
官
を
置
き
、
神
道
に
よ
る
国

民
教
化
に
乗
り
出
し
た
が
、
み
る
べ
き
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

ず
、
明
治
五
年
三
月
神
祇
官
を
発
展
的
に
改
組
し
て
発
足
し
た
教
部

省
は
、
従
来
の
神
道
一
辺
倒
の
方
針
を
改
め
、
仏
教
を
も
取
り
込
ん

だ
体
制
を
模
索
、
仏
教
各
宗
も
こ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
大
教
院
の
設

立
を
建
議
、
こ
れ
が
容
れ
ら
れ
て
明
治
六
年
一
月
大
教
院
は
、
元
紀

州
藩
邸
で
開
院
式
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
大
教
院

の
設
立
構
想
が
、
も
と
も
と
廃
仏
殿
釈
の
運
動
に
さ
ら
さ
れ
た
仏
教

各
派
に
よ
る
失
地
回
復
、
起
死
回
生
を
意
図
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
仏
教
側
か
ら
の
大
教
院
の
設
立
建
議
に
対
し
、

明
治
五
年
五
月
、
当
時
仏
教
側
に
理
解
の
あ
っ
た
教
部
大
輔
福
羽
美

静
ら
の
意
向
も
あ
っ
て
、
概
ね
建
議
に
沿
う
形
で
裁
可
さ
れ
た
こ
と
、

し
か
し
、
仏
教
側
の
主
導
に
よ
る
大
教
院
の
設
立
が
顕
在
化
す
る
と

と
も
に
、
教
部
省
内
で
黒
田
清
綱
ら
神
道
系
薩
摩
閥
の
警
戒
が
強
ま

り
、
大
教
院
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
も
か
れ
ら
の
影
響
下
に
置
か
れ
る

こ
と
に
な
り
、
開
院
式
の
時
点
で
す
で
に
神
道
主
義
へ
大
き
く
傾
斜

し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
大
教
院
設
立
許
可
か
ら
開
院
式
ま
で
の
わ
ず

か
な
期
問
に
、
教
部
省
の
介
入
に
よ
っ
て
大
教
院
が
大
き
く
変
質
し

て
い
く
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
大
教
院
は
、
そ
の
設
立
構
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想
の
段
階
で
は
仏
教
主
導
の
機
関
で
あ
っ
た
も
の
の
、
設
立
を
許
可

さ
れ
た
段
階
に
は
神
仏
合
同
機
関
へ
変
化
し
、
さ
ら
に
開
院
式
を
迎

え
る
段
階
で
は
教
部
省
の
介
入
で
神
殿
を
持
つ
神
主
仏
従
機
関
へ
変

質
し
た
と
い
う
小
川
原
君
の
主
張
は
、
確
実
な
史
料
に
よ
っ
て
裏
付

け
ら
れ
た
無
理
の
な
い
主
張
で
あ
る
。

　
第
二
章
で
は
、
大
教
院
の
所
管
業
務
と
そ
の
執
行
状
況
を
検
討
し

て
い
る
。
大
教
院
の
活
動
に
つ
い
て
、
制
度
面
に
と
ど
ま
ら
ず
運
用

の
実
態
に
ま
で
言
及
し
た
文
献
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら

ず
、
ま
た
言
及
し
た
と
し
て
も
大
教
院
の
活
動
と
地
方
の
中
教
院
・

小
教
院
の
活
動
を
混
同
す
る
な
ど
、
い
さ
さ
か
不
十
分
と
い
わ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
が
、
小
川
原
君
は
、
東
京
芝
増
上
寺
に
一
部
保
存
さ

れ
て
い
た
大
教
院
時
代
の
資
料
、
大
教
院
の
機
関
紙
『
教
会
新
聞
』

（
高
野
山
大
学
蔵
）
、
『
教
院
講
録
』
（
東
京
大
学
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫

蔵
）
、
「
教
部
省
記
録
」
（
東
京
都
板
橋
区
熊
野
神
社
蔵
）
な
ど
を
用

い
て
、
大
教
院
の
業
務
の
執
行
状
況
と
そ
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
大
教
院
の
所
管
業
務
は
、
「
大
教
院
事
務
章
程
」
（
明
治
六
年

三
月
一
四
日
教
部
省
無
号
達
）
お
よ
び
「
大
教
院
規
則
」
（
明
治
六

年
一
〇
月
二
〇
日
教
部
省
無
号
達
）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

主
な
も
の
は
、
教
導
職
育
成
、
神
殿
儀
式
と
講
堂
説
教
、
中
教
院
・

小
教
院
と
講
社
の
総
括
な
ど
で
あ
っ
た
。
小
川
原
君
は
教
導
職
育
成

に
つ
い
て
、
教
部
省
が
さ
か
ん
に
神
官
僧
侶
の
教
導
職
補
任
を
す
す

め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
七
年
一
二
月
の
時
点
で
、
教
導
職
の

数
は
僧
侶
三
〇
四
三
人
（
僧
侶
の
総
数
一
一
万
八
〇
一
四
人
）
、
神

官
四
二
〇
二
人
（
神
官
の
総
数
九
七
八
0
人
）
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
大
教
院
に
お
け
る
生
徒
募
集
も
資
金
不
足
か
ら
抑
制
さ
れ
、

優
秀
な
教
導
職
育
成
の
た
め
の
教
育
機
能
は
、
当
初
か
ら
停
滞
し
て

い
た
こ
と
、
ま
た
神
殿
儀
式
と
講
堂
説
教
に
つ
い
て
も
、
内
容
の
不

統
一
や
神
仏
間
の
対
立
に
よ
っ
て
混
乱
が
み
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、

さ
ら
に
中
教
院
・
小
教
院
や
講
社
の
設
立
に
つ
い
て
も
、
教
部
省
が

権
限
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
事
務
的
な
取
り
次
ぎ
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
停
滞
す
る

大
教
院
に
対
し
、
所
轄
官
庁
の
教
部
省
は
、
な
ぜ
こ
れ
を
放
置
し
た

の
か
。
こ
う
し
た
疑
問
に
対
し
、
小
川
原
君
は
「
大
教
院
に
乏
し
い

資
金
を
投
じ
る
よ
り
、
不
都
合
の
な
い
よ
う
軌
道
修
正
を
図
り
な
が

ら
教
化
の
テ
コ
入
れ
は
直
接
行
っ
て
い
く
の
が
、
教
部
省
の
基
本
姿

勢
」
だ
っ
た
と
述
べ
、
教
部
省
が
大
教
院
に
対
し
、
あ
ま
り
信
頼
を

寄
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
第
三
章
で
は
、
大
教
院
設
置
前
後
の
教
部
省
行
政
に
つ
い
て
、
東

京
府
の
場
合
を
例
に
、
そ
の
実
態
を
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
、
教
部
省
の
教
化
活
動
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
藤
井
貞
文
、
清
水

秀
明
、
羽
賀
祥
二
ら
に
よ
っ
て
、
北
海
道
、
東
北
、
静
岡
、
浜
松
、

島
根
、
長
崎
の
各
地
方
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
教
部
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省
が
最
も
重
視
し
た
は
ず
の
首
都
束
京
に
お
け
る
教
化
活
動
に
つ
い

て
の
研
究
は
、
資
料
の
不
足
も
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
み
あ
た
ら
な
い
。

小
川
原
君
は
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
の
諸
文
書
等
を
用
い
て
、
大
教

院
設
置
以
前
の
明
治
五
年
五
月
、
教
部
省
が
い
ち
早
く
東
京
府
に
民

衆
教
導
の
た
め
の
説
教
開
始
を
布
告
し
、
実
際
に
説
教
を
行
う
場
所

を
指
定
し
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
、
指
定
さ
れ
た
府
下
の
神
社

な
ら
び
に
寺
院
は
ほ
と
ん
ど
抵
抗
す
る
こ
と
な
く
教
化
活
動
に
取
り

組
み
、
東
京
府
に
お
け
る
教
化
政
策
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
展
開
さ

れ
た
こ
と
、
ま
た
東
京
府
に
よ
る
教
化
政
策
は
、
民
衆
教
導
の
た
め

の
説
教
の
遂
行
に
と
ど
ま
ら
ず
、
た
と
え
ば
風
俗
統
制
、
徒
刑
場
に

お
け
る
囚
人
教
導
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
、
意
外
な
側
面
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
東
京
府
の
教
化
政
策

へ
の
「
協
力
」
や
「
参
加
」
の
傾
向
は
、
仏
教
界
に
と
っ
て
は
激
し

い
廃
仏
殿
釈
の
体
験
に
基
づ
く
も
の
で
、
「
神
仏
合
同
」
と
い
う
基

本
的
な
矛
盾
が
解
消
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
神
仏
間
の
矛
盾

は
、
ま
も
な
く
他
府
県
に
さ
き
が
け
て
東
京
府
に
お
い
て
顕
在
化
し
、

そ
れ
が
全
国
に
波
及
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
教
部

省
の
教
化
活
動
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
地
方
レ
ベ
ル
の
実
態
か
ら
論

じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
東
京
府
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
、
再
検
討
の
余
地
が
生
ま
れ
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　
第
四
章
で
は
、
島
地
黙
雷
の
大
教
院
分
離
運
動
の
動
向
を
中
心
に
、

大
教
院
の
崩
壊
過
程
を
検
討
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
島
地
は
、

周
防
国
出
身
の
真
宗
本
願
寺
派
僧
侶
で
あ
る
が
、
欧
州
留
学
中
の
明

治
五
年
一
二
月
パ
リ
か
ら
三
条
教
則
批
判
建
白
書
を
提
出
し
て
教
部

省
の
宗
教
政
策
を
批
判
、
六
年
七
月
帰
国
後
は
大
教
院
分
離
運
動
の

先
頭
に
立
っ
た
人
で
あ
る
。
島
地
が
展
開
し
た
信
教
自
由
・
政
教
分

離
の
運
動
は
当
時
の
仏
教
界
に
あ
っ
て
近
代
的
な
思
想
に
裏
打
ち
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
強
力
で
あ
り
え
た
の
は
、
島
地
の

背
後
に
木
戸
孝
允
ら
長
州
閥
政
治
家
の
支
援
が
あ
っ
た
た
め
と
い
わ

れ
て
い
る
。
小
川
原
君
は
、
こ
の
点
に
着
目
し
、
島
地
と
木
戸
が
は

じ
め
て
接
触
し
た
明
治
四
年
以
降
の
二
人
の
関
係
を
丁
寧
に
洗
い
直

し
、
明
治
六
年
八
月
島
地
が
教
部
省
に
「
伺
書
官
員
投
書
ニ
ツ
キ
」

を
提
出
し
た
翌
々
日
に
島
地
は
木
戸
に
面
会
し
て
い
る
こ
と
、
九
月

に
は
木
戸
邸
に
宿
泊
し
、
有
名
な
「
大
教
院
分
離
建
白
書
」
を
提
出

し
た
翌
日
に
も
木
戸
を
訪
ね
て
い
る
こ
と
、
ま
た
島
地
は
木
戸
を
通

じ
て
伊
藤
博
文
と
も
交
友
を
深
め
、
伊
藤
の
支
援
も
得
た
こ
と
、
そ

し
て
大
教
院
分
離
運
動
成
就
後
の
木
戸
の
伊
藤
宛
礼
状
の
内
容
か
ら

伊
藤
の
貢
献
が
と
く
に
大
き
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
、
島
地
が
長

州
閥
政
治
家
と
の
連
携
に
よ
っ
て
い
ち
早
く
情
報
を
収
集
、
政
府
に

対
し
て
は
建
白
書
を
用
い
て
、
ま
た
一
般
世
問
に
は
、
こ
の
頃
す
で

に
影
響
力
を
持
ち
始
め
た
新
聞
・
雑
誌
を
活
用
し
て
効
果
的
な
働
き
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か
け
を
し
て
い
た
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
な
お
、
本
章
に
は
、

明
治
八
年
一
月
太
政
官
が
真
宗
の
大
教
院
分
離
を
認
め
る
決
定
を
下

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
部
省
が
決
定
を
公
表
を
し
な
か
っ
た
こ

と
に
対
し
、
島
地
が
石
川
舜
台
と
連
名
で
分
離
裁
可
を
督
促
し
た
三

条
太
政
大
臣
宛
「
建
言
」
が
登
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
『
明

治
文
化
全
集
』
所
載
の
草
稿
と
は
異
な
り
、
新
発
見
の
正
本
と
し
て

貴
重
で
あ
る
。

　
第
五
章
で
は
、
明
治
七
年
一
月
一
日
に
発
生
し
た
大
教
院
放
火
事

件
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
大
教
院
は
明
治
五
年
二
月
、
紀
尾
井
町

の
元
紀
州
藩
邸
に
設
置
さ
れ
、
翌
六
年
六
月
に
芝
増
上
寺
本
堂
に
移

転
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
大
教
院
分
離
運
動
が
は
じ
ま

り
、
事
件
勃
発
の
頃
は
、
運
動
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
時
期
で
も
あ

っ
た
。
小
川
原
君
は
、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
文
書
、
社
寺
取
調
類

纂
、
さ
ら
に
増
上
寺
現
存
資
料
な
ど
を
用
い
て
、
事
件
の
発
生
か
ら

火
災
原
因
の
取
調
、
放
火
犯
の
逮
捕
・
処
罰
、
本
堂
の
再
建
に
い
た

る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
こ
の
事
件
の
特
徴
、

な
ら
び
に
影
響
を
論
じ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
事
件
は
当

初
、
宿
直
者
の
失
火
が
疑
わ
れ
た
が
、
仏
教
に
対
し
強
い
敵
悔
心
を

も
つ
複
数
の
高
知
県
士
族
に
よ
る
放
火
で
あ
り
、
犯
行
の
動
機
は
、

神
仏
混
清
し
た
大
教
院
へ
の
反
発
に
あ
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

大
教
院
は
、
「
邪
宗
防
御
」
も
「
敬
神
愛
国
」
も
な
し
え
な
い
「
神

威
」
を
汚
す
場
に
な
っ
て
お
り
、
仏
教
の
本
堂
に
神
殿
を
置
く
よ
う

な
大
教
院
は
許
し
難
い
と
い
う
の
が
放
火
犯
の
主
張
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
小
川
原
君
は
、
こ
の
よ
う
な
放
火
犯
の
大
教
院
批
判
に
つ
い
て
、

例
え
ば
常
世
長
胤
が
「
此
火
災
ハ
狂
人
ノ
為
二
起
ル
ト
錐
モ
」
「
不

浄
ノ
地
」
ゆ
え
に
起
き
た
「
災
害
」
と
断
じ
た
よ
う
に
、
神
道
側
の

高
官
も
共
感
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
事
件
を
「
仏
教
に
よ

る
大
教
院
分
離
運
動
と
は
一
線
を
画
し
、
む
し
ろ
廃
仏
的
な
神
道
主

義
に
裏
付
け
ら
れ
た
廃
仏
殿
釈
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
」
と
位
置
づ

け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
教
院
へ
の
批
判
・
反
発
は
単
に
仏
教
側

の
み
な
ら
ず
、
神
道
側
に
お
い
て
も
そ
の
底
流
に
存
在
し
た
の
で
あ

る
。　

第
六
章
で
は
、
大
教
院
の
所
轄
官
庁
と
し
て
明
治
政
府
の
宗
教
政

策
を
担
っ
て
い
た
教
部
省
の
廃
止
過
程
を
検
討
し
て
い
る
。
明
治
五

年
三
月
神
祇
官
を
改
組
し
て
発
足
し
た
教
部
省
の
使
命
は
、
人
民
を

「
善
導
」
し
、
「
共
和
政
治
ノ
学
ヲ
講
シ
国
体
ヲ
蔑
視
シ
新
教
ヲ
主
張

シ
民
心
ヲ
煽
動
ス
ル
」
の
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
教
部
省
の
下

で
民
衆
教
化
と
キ
リ
ス
ト
教
防
止
の
中
心
た
る
べ
き
大
教
院
は
真
宗

の
分
離
運
動
を
受
け
て
八
年
五
月
に
解
体
さ
れ
、
教
部
省
は
、
そ
の

存
在
価
値
を
失
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
教
部
省
は
大
教
院
が
解
散

し
た
あ
と
も
存
続
し
、
翌
九
年
一
月
、
改
め
て
制
定
さ
れ
た
教
部
省

職
制
と
事
務
章
程
に
よ
っ
て
再
出
発
を
期
し
た
か
と
思
う
と
一
〇
年
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一
月
に
突
然
廃
止
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
政
治
過
程
に
つ
い
て
は
、
不

可
解
な
部
分
が
多
い
。
小
川
原
君
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
平
田
派
神

道
に
強
い
影
響
を
受
け
た
伊
地
知
正
治
ら
薩
摩
閥
教
部
官
僚
と
真
宗

と
連
携
し
た
木
戸
孝
允
ら
長
州
閥
政
治
家
の
間
に
あ
っ
た
教
部
省
設

立
以
来
の
対
立
が
依
然
と
し
て
解
消
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
着
目

し
て
、
最
終
的
に
教
部
省
を
廃
止
に
追
い
込
ん
だ
木
戸
孝
允
、
伊
藤

博
文
、
島
地
黙
雷
ら
の
動
向
を
細
か
く
追
跡
、
す
で
に
明
治
六
年
の

時
点
で
木
戸
、
伊
藤
、
島
地
そ
し
て
教
部
大
輔
の
宍
戸
磯
ら
は
、
教

部
省
の
薩
摩
閥
を
懸
念
し
て
教
部
省
の
廃
止
を
検
討
し
、
薩
摩
閥
の

黒
田
清
綱
、
三
島
通
庸
ら
の
追
い
落
と
し
を
は
か
っ
て
い
た
こ
と
、

そ
の
結
果
、
三
島
は
鶴
岡
県
令
と
な
っ
て
教
部
省
を
去
り
、
黒
田
も

元
老
院
議
官
と
し
て
転
出
、
大
録
の
清
原
真
弓
、
中
録
渡
辺
玄
包
ら

神
道
系
の
人
物
も
次
々
と
教
部
省
を
去
り
、
明
治
八
年
以
降
、
教
部

省
は
む
し
ろ
真
宗
僧
が
優
勢
な
状
態
と
な
り
、
大
教
院
崩
壊
に
よ
っ

て
民
衆
教
化
機
能
を
失
っ
た
教
部
省
も
し
ば
ら
く
は
存
続
す
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
、
し
か
し
、
神
仏
間
の
争
い
は
一
向
に
終
息
せ
ず
、

お
り
か
ら
の
大
久
保
利
通
の
地
租
減
額
断
行
に
と
も
な
う
行
政
改
革

推
進
の
過
程
で
、
そ
の
原
案
作
成
に
あ
た
っ
て
い
た
伊
藤
は
迷
う
こ

と
な
く
「
教
部
省
ヲ
廃
シ
局
ト
ナ
ス
コ
ト
」
の
一
文
を
盛
り
込
ん
だ

こ
と
な
ど
、
教
部
省
廃
止
に
至
る
複
雑
な
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。

　
小
川
原
君
の
論
文
の
概
略
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
本
論
文
は
、

小
川
原
君
が
こ
れ
ま
で
『
日
本
歴
史
』
や
『
法
学
政
治
学
論
究
』
誌

上
に
発
表
し
て
き
た
六
編
の
論
考
に
加
筆
・
修
正
を
施
し
、
こ
れ
に
、

新
稿
一
編
を
加
え
全
体
を
構
成
し
た
も
の
で
、
各
章
の
も
と
に
な
っ

た
論
考
は
、
新
稿
一
編
を
除
き
、
す
で
に
学
界
の
評
価
を
受
け
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
べ
き
点
は
少
な
い
が
、

本
論
文
を
全
体
と
し
て
評
価
す
べ
き
点
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
日
本
宗
教
政
策
史
研
究
上
、
手
薄
と
な
っ
て
い
た

テ
ー
マ
に
】
貫
し
て
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
大
教
院
の
全
容
に
つ

い
て
徹
底
し
た
究
明
を
試
み
た
点
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
大
教

院
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
神
道
史
や
仏
教
史
の
立
場
か
ら
言

及
し
た
文
献
は
多
数
あ
る
が
、
大
教
院
の
全
体
像
を
究
明
す
る
こ
と

は
、
資
料
的
な
制
約
も
あ
っ
て
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
た
。
同
君
が

あ
え
て
こ
う
し
た
課
題
に
挑
戦
し
、
新
事
実
の
発
見
に
つ
と
め
る
一

方
、
大
教
院
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
、
体
系
的
な
も
の
と
し
て
纏
め

た
こ
と
は
、
学
界
に
対
し
多
大
な
貢
献
を
す
る
も
の
と
し
て
評
価
に

値
す
る
。

　
第
二
に
、
精
力
的
な
資
料
収
集
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
教
院
は
放
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
た
め
、

原
資
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
小
川
原
君
は
、
増
上
寺
経
蔵
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に
一
部
保
存
さ
れ
て
い
た
「
本
省
教
院
出
仕
日
史
」
「
増
上
寺
日
鑑
」

な
ど
、
大
教
院
時
代
の
資
料
を
見
出
し
た
ほ
か
、
高
野
山
大
学
が
所

蔵
し
て
い
る
大
教
院
機
関
紙
『
教
会
新
聞
』
、
東
京
都
板
橋
区
熊
野

神
社
が
所
蔵
す
る
「
教
部
省
記
録
」
、
東
京
大
学
が
所
蔵
す
る
『
教

院
講
録
』
、
『
日
新
真
事
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
大
教
院
録
事
」
、
さ

ら
に
は
国
立
公
文
書
館
や
東
京
都
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
諸
資
料
を

網
羅
的
に
収
集
し
、
資
料
上
の
欠
落
を
補
っ
た
こ
と
は
賞
賛
に
値
す

る
。
本
論
文
に
利
用
さ
れ
た
資
料
が
、
今
後
の
研
究
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
小
川
原
君
の
努
力
は
、
特
筆
に
値
す
る
。

　
第
三
に
、
こ
う
し
た
彪
大
な
資
料
に
依
拠
し
つ
つ
も
、
的
確
な
資

料
操
作
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で

「
大
教
院
の
学
課
表
」
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
資
料
に
つ
い
て
、
小

川
原
君
は
、
単
に
仏
教
側
の
建
白
案
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
案
が
実
際
に

実
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
「
不
明
」
と
考
証
す
る
な
ど
、
同
君
の
資

料
を
扱
う
姿
勢
に
は
鋭
い
批
判
精
神
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
同
君
の

研
究
に
お
い
て
一
貫
し
て
採
ら
れ
て
い
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

確
実
な
資
料
に
も
と
づ
く
実
証
主
義
の
手
法
で
あ
る
が
、
厳
密
な
資

料
批
判
に
も
と
づ
き
旧
来
の
説
を
批
判
、
大
胆
な
主
張
を
展
開
し
て

い
る
こ
と
は
、
同
君
の
将
来
の
活
躍
を
期
待
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　
も
と
よ
り
本
論
文
に
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
い
く
つ
か
の
課
題

が
残
さ
れ
て
い
る
。
将
来
へ
の
希
望
も
含
め
て
次
の
課
題
を
指
摘
で

き
る
。

　
第
一
に
、
大
教
院
の
下
に
各
県
に
存
在
し
た
中
教
院
、
小
教
院
の

研
究
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
本
論
文
で
も
、
例
え
ば
名

東
県
中
教
院
の
設
置
過
程
に
言
及
す
る
な
ど
、
中
教
院
、
小
教
院
を

視
野
に
入
れ
た
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
個
々
の
中
教
院
、
小
教

院
を
対
象
と
し
た
個
別
研
究
は
十
分
で
は
な
い
。
今
後
は
す
で
に
研

究
が
進
ん
で
い
る
各
地
方
の
研
究
成
果
だ
け
で
な
く
、
全
く
進
展
が

み
ら
れ
な
い
地
域
の
研
究
者
と
も
連
携
し
て
、
新
た
な
資
料
の
掘
り

起
こ
し
を
行
う
な
ど
、
今
ま
で
以
上
に
時
間
と
労
力
を
つ
ぎ
込
む
こ

と
が
望
ま
れ
る
。
地
道
な
現
地
調
査
は
労
多
く
し
て
功
が
少
な
い
と

い
わ
れ
る
が
、
将
来
、
小
川
原
君
が
中
教
院
、
小
教
院
の
個
別
研
究

を
と
り
ま
と
め
、
全
国
的
レ
ベ
ル
で
総
合
化
す
る
こ
と
に
成
功
す
る

な
ら
ば
、
今
回
の
「
大
教
院
の
研
究
」
は
、
い
っ
そ
う
輝
き
を
増
す

か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
大
教
院
の
崩
壊
が
明
治
政
府
の
宗
教
政
策
に
い
か
な
る

影
響
を
及
ぽ
し
た
の
か
を
よ
り
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
短
期

的
に
は
大
教
院
の
崩
壊
は
、
大
教
院
の
管
轄
官
庁
で
あ
っ
た
教
部
省

を
崩
壊
さ
せ
る
が
、
長
期
的
に
は
明
治
政
府
の
宗
教
政
策
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぽ
し
た
の
か
。
大
教
院
の
管
轄
官
庁
で
あ
っ
た
教
部

省
が
崩
壊
し
た
後
、
「
官
社
及
神
社
寺
院
及
宗
教
二
関
ス
ル
事
務
」

は
内
務
省
社
寺
局
に
受
け
継
が
れ
る
が
、
質
的
に
は
い
か
な
る
変
化

130



特別記事

が
認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
問
題

に
答
え
る
た
め
に
は
、
内
務
省
時
代
の
宗
教
政
策
を
詳
し
く
分
析
す

る
な
ど
、
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
と
な
る
が
、
引
き
続
き
そ
う
し
た

問
題
の
究
明
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
こ
の
よ
う
に
本
論
文
に
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
残
る
が
、
し
か

し
こ
れ
ら
は
望
蜀
に
す
ぎ
ず
、
決
し
て
本
論
文
の
価
値
自
体
を
損
な

う
も
の
て
は
な
い
。
審
査
員
一
同
は
一
致
し
て
、
小
川
原
君
の
研
究

が
従
来
の
研
究
に
新
し
い
角
度
か
ら
果
敢
に
挑
戦
す
る
も
の
で
、
近

代
日
本
研
究
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
、
同
君
に
博
士
（
法

学
）
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
相
応
し
い
も
の
と

判
断
す
る
。

平
成
一
五
年
三
月
四
日

主
査

副
査

副
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

寺
崎
　
　
修

笠
原
　
英
彦

岩
谷
　
十
郎

131


